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生活や社会の変化に主体的に対応する資質・能力を育成する授業づくり

家庭、技術・家庭

生活を見つめ、生活の中から問題を見いだし、課題を設定する学習の例

授業づくりのポイント ※数字は学習の例と対応

、

中学校第２学年 題材名「地域の高齢者等とともに地域交流会をしよう」（全６時間）
「Ａ家族・家庭生活」(3) 「家族・家庭や地域との関わり」ア(ｲ) イ
◇題材の目標（一部）

高齢者等地域の人々との関わり、協働する方法について問題を見いだして課題を設定し、解決策を
構想し、実践を評価・改善し、考察したことを論理的に表現するなどして課題を解決する力を身に付
ける。 ［思考力、判断力、表現力等］

〔第１時〕
生活の課題発見
・家庭生活は、地域との相
互の関わりで成り立って
いることが分かるととも
に、高齢者等地域の人々
との関わり、協働する方
法について問題を見いだ
し、課題を設定する。

〔第２・３時〕
・高齢者の身体の特徴を踏
まえた関わり方について
理解する。

〔第４・５時〕
解決方法の検討と計画
・高齢者等地域の人々との
関わり、協働するための
計画を工夫する。

〔地域交流会〕
課題解決に向けた実践活動

〔第６時〕
実践活動の評価・改善
・グループごとに地域交流
会の実践について発表し
合い、評価・改善する。

１ 学校周辺のマップを基に、自分が
住んでいる地域で行われている行事
や活動への参加状況を確認し、気付
いたことを発表する。

２ 本時の学習のめあてと流れを確認
する。

３ 学校に関わる地域の人から、地域
の活動の現状と地域の人々の思いに
ついて話を聞く。

４ 地域の人々との関わりについて考
え、学習シートにまとめる。

５ 地域交流会で、高齢者等の地域の
人々と関わり、協働する方法につい
て課題を設定する。

６ 本時の学習の振り返りをする。

〈本時の評価規準〉
地域交流会で高齢者等地域の人々と

関わり、協働する方法について問題を
見いだして課題を設定している。
【思考・判断・表現】(ワークシート)

生活の課題発見

・生活経験や学習したこと
等を基に、生活を見つめ
る。

・生活の中から問題を見い
だして、解決すべき課題
を設定する。

解決方法の検討と計画

課題解決に向けた実践活動

実践活動の評価・改善

家庭・地域での実践

※上記に示す学習過程は、例示
であり、上例に限定されるも
のではありません。

生徒が題材を通して主体的に
問題解決的な学習に取り組む姿
につなげるためには、「生活の
課題発見」の場面で、教師が課
題を設定するのではなく、生徒
が自分の生活を見つめ、解決し
たいと願う課題を設定すること
が大切です。 ➊➋

題材の主な学習活動家庭分野の学習過程の参考例 本時の学習活動（１／６）

家庭分野の学習過程の詳細
Ｒ７「南の要覧」ｐ21

生徒が解決したいと願う課題を
設定するためには、生徒が自分の
生活の現状を把握し、その現状を
よりよくするためにどうしたいの
かを明確にすることが大切です。
そのために、様々な手立てを意図
的に講じるようにします。 ➊

〈生活の現状を把握するための手立ての例〉
・実生活の振り返り ・体験活動 ・インタビュー ・比較資料
・調査活動 ・統計資料 ・事例検討 等

➊ 児童生徒の身近な生活との関わりや、社会 ➌ 題材を通して身に付けさせたい資質・能力
とのつながりを重視して題材を設定する。ま を明確にするとともに、生活の営みに係る見
た、各指導事項の関連を図り、系統的・総合 方・考え方、技術の見方・考え方を働かせて
的に学習を展開できるように題材の構成を工 いる児童生徒の姿を想定し、授業においてそ
夫するとともに、実感を伴った理解を深める の姿を見取り、価値付ける。
実践的・体験的な活動の充実を図る。 ➍ 題材等内容や時間のまとまりを見通しなが

➋ 問題解決能力を育成するために、家庭科、 ら、評価の場面を精選し、評価の方法を工夫
技術分野、家庭分野における学習過程を踏ま する。また、自己評価や相互評価の場面を意
えて題材を構成する。また、ＩＣＴを効果的 図的に設定し、自身の学びや変容を自覚でき
に活用するなどして学習過程の各段階の充実 るようにする。
を図る。


